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「学校施設の複合化の特徴と取組事例」より

学校施設の在り方に関する調査研究協力者会議

学校施設と他の公共施設等との複合化検討部会

平成27 年１１月５日 文部科学省



複合化の効果と課題
＜効果＞

①施設機能の共有化による学習環境の高機能化・多機能化

②児童生徒と施設利用者との交流

③地域における生涯学習やコミュニティの拠点の形成

④専門性のある人材や地域住民との連携による学校運営への支援

⑤効果的・効率的な施設整備



＜課題＞

①地方公共団体内の部局間の連携、教職員や地域住民
との合意形成

②施設計画上の工夫

◦安全性の確保

◦互いの施設の活動への支障の緩和

◦施設の管理区分や会計区分の検討



①施設機能の共有化による学校施設の高機能化・多機能化

複合化により、単独の学校として整備するよりも施設機能が高機能化・多機能化し、学習
環境の質の向上や他の公共施設等の効果的な活用が図れる



②児童生徒と施設利用者との交流

学校施設と他の公共施設等が併設されているという特徴を生かし、他の公共施設等との間で交流の機
会を設けている。また、児童生徒と地域住民などの施設利用者との直接的な交流はなくても、日常的に
他の公共施設等での活動等を目にすることで、地域とのつながりが感じられる



③相互の活動に対する理解・関心が高められる

〇児童は日常的に地域住民が社会教育施設で活動する姿が見え、社会教育施設からも学校の様子が見
えるなど、相互の活動に対する理解・関心を高められている。

〇老人福祉施設の窓から中学校のグラウンドの様子が間近に見られるため、地域の高齢者が新しい世
代との繋がりを感じることができている。



④地域における生涯学習やコミュニティの拠点の形成

学校施設と社会教育施設等との複合施設では、児童生徒の学びの場としてだけでなく、地域
の人々の多様化する学習需要などにも応えるための地域における生涯学習やコミュニティ形
成の拠点施設としての役割を担っている



⑤東日本大震災の被災地における学校施設の複合化に関する取組


